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国
指
定
重
要
文
化
財
に
も
な
っ

て
い
る
不
動
明
王
座
像
は
、
震
災

で
右
腕
の
肘
や
肩
の
継
ぎ
目
部
分

が
損
傷
。
平
成
24
年
１
月
か
ら
京

都
の
美
術
院
国
宝
修
理
所
で
修
復

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

坐
像
の
修
復
は
昨
年
10
月
に
終

わ
り
、
11
月
か
ら
本
年
１
月
ま
で

東
北
歴
史
博
物
館（
多
賀
城
市
）

に
展
示
。
３
月
４
日
に
は
２
年
ぶ

り
に
横
山
不
動
尊
に
戻
り
ま
し
た
。

６
日
に
は
坐
像
に
魂
を
入
れ
る

「
還げ

ん

座ざ

開か
い

眼げ
ん

式し
き

」
が
行
わ
れ
、
地

域
住
民
や
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
出
席
し
て「
横
山
お
不
動
さ
ん
」

の
復
活
を
喜
び
ま
し
た
。

米よ
ま

中
学
校
区
３
校
が
２
月
14
日
、

実
践
事
例
発
表
会
を
開
き
ま
し

た
。「
み
や
ぎ
の
志
教
育
」は
、小
、

中
、
高
の
全
時
期
を
通
じ
、
人
や

社
会
と
関
わ
る
中
で
社
会
性
や
勤

労
観
を
養
い
、
よ
り
良
い
生
き
方

を
主
体
的
に
求
め
さ
せ
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

会
場
の
登
米
小
に
は
、
市
内

小
、
中
、
高
校
の
教
諭
と
児
童
生

徒
、
地
域
住
民
、
県
内
の
教
育
関

係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
。

「
歴
史
と
文
化
の
町
・
登と

米よ
ま

、
未

来
へ
つ
な
ぐ
志
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
校
の
教
員
や
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

大修復終え２年ぶりに
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市
で
は
、
市
内
４
カ
所（
津
山
・

米
山
・
東
和
・
南
方
）に
あ
る
「
道

の
駅
」
関
係
者
で
つ
く
る
「
登
米

道
の
駅
連
絡
会
」
と
、
災
害
時
応

援
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
道
の
駅
が
避
難
者

へ
の
食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
提

供
、
道
路
情
報
や
被
災
情
報
な
ど

を
発
信
す
る
ほ
か
、
防
災
関
係
機

　

市
と
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育

協
会
で
は
３
月
12
日
、
市
ス
ポ
ー

ツ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
元
水
泳
競
技
日
本
代
表
と

し
て
活
躍
し
「
ハ
ギ
ト
モ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
た
萩
原
智と

も

子こ

さ

ん
。
会
場
の
中
田
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
ら
約

１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
目
標
達
成
の
極
意
〜
克こ

っ

己き

心

関
の
活
動
拠
点
と
し
て
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

２
月
17
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
協
定
式
で
は
、
四
つ
の
道
の
駅

代
表
者
と
布
施
孝
尚
市
長
が
協
定

書
に
署
名
。
布
施
市
長
は
「
道
の

駅
は
災
害
時
に
物
流
拠
点
と
な

り
、
食
材
供
給
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

〜
」
と
題
し
て
講
演
し
た
萩
原
さ

ん
は
、
水
泳
と
の
出
会
い
や
引
退

か
ら
５
年
後
に
復
帰
、
大
病
を
患

い
な
が
ら
五
輪
を
目
指
し
た
体
験

談
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。「
目
標

達
成
の
た
め
に
は
願
望
で
は
な

く
、強
い
覚
悟
が
必
要
」
と
述
べ
、

ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
自
分
が
成
長
す

る
チ
ャ
ン
ス
。
感
謝
と
素
直
な
心

が
大
切
で
す
」と
強
調
し
ま
し
た
。

食
料
・
支
援
物
資
の
提
供

水
泳
・
萩
原
さ
ん
招
き
講
演
会

　

卒
業
シ
ー
ズ
ン
の
３
月
、
市
内

の
小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
８
日
は

市
内
中
学
校
の
卒
業
式
。
石
越
中

学
校
で
は
、
卒
業
生
48
人
が
完
成

し
た
ば
か
り
の
新
体
育
館
で
、
巣

立
ち
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
中
の
３
年
生
は
震
災
直
後
に

入
学
し
た
生
徒
た
ち
で
す
。
震
災

で
校
舎
が
使
用
不
能
と
な
り
、
入

　

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
ジ
ェ
イ
・
バ
ー
）

制
度
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
・
吸
収
を
行
う
活
動
を
認
証

し
、
削
減
・
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
発
行
す
る
環
境
省
運
営

の
制
度
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
企
業

な
ど
の
排
出
量
を
埋
め
合
わ
せ
す

る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行

う
た
め
市
場
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
間
伐
を
実
施
し
た
市

学
後
は
、
旧
上
沼
小
学
校
、
そ
し

て
石
越
総
合
運
動
公
園
に
建
て
ら

れ
た
仮
設
校
舎
で
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
に
。
卒
業
式
は
、
新
校
舎

に
先
駆
け
完
成
し
た
新
体
育
館
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
の
小
中
学
校
を

卒
業
し
た
の
は
、
小
学
校
22
校

で
７
６
７
人
、
中
学
校
10
校
で

７
５
１
人
と
な
り
ま
す
。

有
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
認

証
を
得
て
、
本
県
市
町
村
有
林
で

初
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
１
月
30
日
に

は
、
本
市
と
米
川
生
産
森
林
組
合

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
た
東
京

の
富
士
レ
ビ
オ
㈱
を
布
施
孝
尚
市

長
と
及
川
光み

つ

雄お

組
合
長
が
訪
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
記
念
の

盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

石
越
中
生
48
人
が
巣
立
ち

富
士
レ
ビ
オ
㈱
に
盾
贈
呈

　

東
日
本
大
震
災
で
損
傷
し
た
津

山
町
の
横
山
不
動
尊
「
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

座ざ

像ぞ
う

」
が
京
都
で
の
修
復
を
終

え
、２
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
25
年

度
「
み
や
ぎ
の
志（
こ
こ
ろ
ざ
し
）

教
育
」
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
た

登と

米よ
ま

小
と
登と

米よ
ま

中
、
登
米
高
の
登と


